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現
代
史
の
中
の
自
分
史

　

二
〇
〇
八
年
四
月
、
立
教
大
学
で
は
五
〇
歳
以
上
の
シ
ニ
ア

層
を
対
象
に
、
本
格
的
な
学
び
の
場
で
あ
る
「
立
教
セ
カ
ン
ド

ス
テ
ー
ジ
大
学
（
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）」
を
開
講
し
ま
し
た
。
書
類
選
考

と
面
接
で
入
学
で
き
る
一
年
間
の
課
程
で
、
宗
教
・
芸
術
な
ど

の
教
養
科
目
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
デ
ザ
イ
ン
と
ビ
ジ
ネ
ス
に
関

す
る
科
目
、
老
後
設
計
に
関
す
る
科
目
な
ど
を
学
び
ま
す
。「
ゼ

ミ
参
加
が
必
修
」
と
い
う
点
が
大
き
な
特
徴
で
、合
宿
や
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
を
設
立
し
た
背
景
に
は
、
①
団
塊
の
世
代
が
還
暦

を
迎
え
、
大
量
退
職
が
始
ま
っ
た
、
②
彼
ら
の
子
供
達
（
団

塊
ジ
ュ
ニ
ア
）
が
大
学
卒
業
年
齢
に
達
し
、
今
後
は
少
子
化
の

影
響
で
若
者
人
口
は
減
少
す
る
、
と
い
う
事
情
が
あ
り
ま
し

た
。
実
際
、
こ
の
コ
ー
ス
に
学
ぶ
学
生
の
多
く
は
団
塊
の
世
代

で
、
中
に
は
八
〇
代
の
学
生
も
い
ま
す
。
第
一
期
生
の
総
代
は
、

八
〇
代
の
短
大
学
長
の
女
性
で
し
た
。

　

Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
設
立
を
準
備
し
て
い
た
頃
、
人
生
の
セ
カ
ン
ド
ス

テ
ー
ジ
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
に
は
、
自
分
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス

テ
ー
ジ
を
し
っ
か
り
見
つ
め
直
す
こ
と
が
必
要
だ
と
の
考
え
か

ら
、
私
は
「
自
分
史
を
書
か
せ
る
授
業
を
設
置
す
べ
き
だ
」
と

提
案
し
ま
し
た
。
結
局
、
私
が
そ
の
授
業
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
私
が
こ
の
時
行
な
っ
た
講
義
は
、
二
〇
一
三
年
、

受
講
生
の
書
い
た
自
分
史
（
抜
粋
）
と
合
わ
せ
て
、『
自
分
史

の
書
き
方
』（
講
談
社
）
と
し
て
書
籍
化
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
、
中
高
年
に
よ
る
自
分
史
の
自
費
出
版
が
流
行
し
て
い
ま

す
ⅰ
。
還
暦
を
迎
え
て
自
分
の
半
生
を
振
り
返
り
、「
自
分
と
は

何
者
だ
っ
た
の
か
」「
自
分
が
生
き
た
の
は
ど
う
い
う
時
代
だ
っ

た
の
か
」
に
つ
い
て
知
り
た
い
、
書
き
た
い
と
の
思
い
が
湧
い

て
き
て
、
自
分
史
を
書
き
た
く
な
る
よ
う
で
す
。

　

六
〇
〜
七
〇

年
と
い
う
歳
月

は
、
個
人
に
と
っ

て
だ
け
で
な
く

国
家
に
と
っ
て

も
、
今
ま
で
の

歩
み
を
振
り
返

り
、
時
代
を
マ

ク
ロ
に
概
括
し

た
く
な
る
時
間

の
よ
う
で
す
。
今

年（
二
〇
一
五
年
）

は
戦
後
七
〇
年

の
節
目
の
年
で

あ
る
こ
と
も
あ

り
、
昨
年
よ
り
、

戦
後
の
歩
み
を

振
り
返
る
著
作

が
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
史
で
面
白
い
の
は
、「
自
分
の
一
生
は
現
代
史
の
中
で
ど

う
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
と
い
う
点
で
す
。
私
が
立
教

大
学
で
行
な
っ
た
講
義
の
タ
イ
ト
ル
も
、「
現
代
史
の
中
の
自
分

史
」
で
し
た
。
戦
後
七
〇
年
の
今
年
、
自
分
史
を
現
代
史
に
重

ね
合
わ
せ
て
振
り
返
る
試
み
が
益
々
盛
ん
に
な
る
で
し
ょ
う
。

現
代
史
を
振
り
返
る
〜
戦
後
七
〇
年
を
経
た
日
本
の
姿

　

日
本
の
戦
後
七
〇
年
は
、
歴
史
的
に
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
時

代
で
し
た
。
日
本
が
七
〇
年
間
一
度
も
戦
争
を
し
な
か
っ
た
の

は
、
こ
の
時
代
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
改
憲
を
目
指
す
安
倍
政
権

に
し
て
も
、
再
び
戦
争
が
で
き
る
体
制
を
作
る
こ
と
は
、
近
未

来
に
お
い
て
は
非
常
に
難
し
く
、
今
後
も
日
本
は
独
特
の
七
〇

年
の
延
長
に
生
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、
戦
後
七
〇
年
で
日
本
は
ど
う
い
う
国
家
に
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。「
私
た
ち
は
歴
史
の
中
で
今
ど
こ
に
い
る
の
か
」

と
い
う
問
い
は
、非
常
に
重
要
な
問
い
で
す
。
現
在（
講
演
当
時
）

発
売
中
の
雑
誌
『
文
藝
春
秋 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ
二
〇
一
五
年
冬

号
』
に
は
「
日
本
最
強
論
」
と
い
う
副
題
が
つ
い
て
い
て
、様
々

な
分
野
の
論
客
が
寄
稿
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
非
常
に
面
白

い
論
考
が
あ
る
の
で
紹
介
し
ま
す
ⅱ
（
要
約
）。

　
「
一
国
の
豊
か
さ
に
つ
い
て
、
新
し
い
考
え
方
が
欧
米
で
は
浸

透
し
つ
つ
あ
る
。
Ⓐ
国
民
の
福
利
厚
生
の
水
準
（
国
民
生
活
の

講
演
中
の
様
子
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豊
か
さ
）、
Ⓑ
そ
の
水
準
を
維
持
し
高
め
て
い
く
能
力
（
経
済

の
持
続
性
）、
を
基
準
に
す
る
考
え
方
だ
。

　

こ
れ
を
受
け
て
二
〇
一
二
年
、
国
連
は
新
し
い
経
済
統
計
を

発
表
し
た
。
こ
の
国
連
新
統
計
で
は
、
従
来
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

で
は
な
く
、
①
国
民
の
頭
脳
力
で
あ
る
人
的
資
本
、
②
ヒ
ト
が

生
産
し
た
資
本
、
③
国
民
の
信
頼
関
係
で
あ
る
社
会
関
係
資
本
、

④
天
然
資
本
、
と
い
う
四
つ
の
資
本
に
着
目
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
四
資
本
の
う
ち
、
数
値
化
の
難
し
い
③
社
会
関
係
資
本
を
除

く
三
資
本
の
資
本
残
高
を
計
算
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
は
圧
倒
的

に
優
れ
た
数
値
で
〝
一
人
当
た
り
の
豊
か
さ
で
は
世
界
一
〞〝
国

全
体
の
豊
か
さ
で
は
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
世
界
第
二
位
〞
と
な
っ

た
。
特
に
高
く
評
価
さ
れ
た
の
が
、
①
人
的
資
本
（
国
民
の
教

育
水
準
や
業
務
遂
行
能
力
）
の
水
準
の
高
さ
、
②
生
産
し
た
資

本
（
企
業
設
備
や
道
路
港
湾
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
設
備
）
の
水
準

の
高
さ
で
あ
る
」

　

終
戦
時
、
世
界
の
憎
ま
れ
っ
子
だ
っ
た
日
本
は
、
戦
後
七
〇

年
を
経
て
、世
界
一
豊
か
な
国
と
な
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
誇
っ

て
良
い
戦
後
日
本
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
す
。

　

し
か
し
一
方
、
日
本
の
未
来
を
危
ぶ
む
声
も
次
々
出
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
藤
巻
健
史
氏
の
新
刊
『
日
銀
失
墜
、
円
暴
落
の

危
機
』（
幻
冬
舎　

二
〇
一
五
年
）
で
す
。
著
者
は
、
一
五
年

間
の
モ
ル
ガ
ン
銀
行
勤
務
時
代
に
三
〇
〇
億
円
を
稼
ぎ
だ
し
た

「
伝
説
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
」
で
す
。
余
談
で
す
が
実
は
そ
の
後
、
彼

は
あ
る
相
場
で
あ
っ
と
い
う
間
に
そ
の
三
〇
〇
億
円
を
失
う
の

で
す
が
、
こ
の
本
に
は
こ
れ
ま
で
に
明
か
さ
れ
な
か
っ
た
そ
の

顛
末
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
と
て
も
面
白
い
一
冊
で
す
。
藤

巻
氏
は
こ
の
本
の
中
で
半
生
を
振
り
返
り
、
長
年
の
相
場
の
乱

高
下
を
見
て
き
た
眼
か
ら
、「
今
の
日
本
経
済
は
破
綻
寸
前
で

あ
る
」
と
警
告
し
て
い
ま
す
。

　

日
銀
は
二
〇
一
四
年
一
〇
月
、
追
加
の
金
融
緩
和
策
を
決
定

し
ま
し
た
。
実
は
こ
の
時
、
日
銀
政
策
委
員
会
で
も
議
論
は

真
っ
二
つ
に
分
か
れ
、
決
定
は
「
五
対
四
」
と
い
う
僅
差
で
し

た
。
専
門
家
の
間
で
も
意
見
が
対
立
し
た
の
で
す
。
同
時
に
日

銀
は
こ
の
時
、
国
債
買
い
入
れ
額
を
こ
れ
ま
で
の
五
〇
兆
円
か

ら
八
〇
兆
円
へ
ほ
ぼ
倍
増
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
で
法
律
上

禁
じ
ら
れ
て
い
る
「
国
債
の
日
銀
買
い
入
れ
」
で
す
。
現
在
、

総
理
周
辺
も
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
も「
日
本
経
済
は
第
三
の
矢
に
よ
っ

て
復
調
す
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
藤
巻
氏
は
「
市
場
が
金

融
政
策
の
異
常
性
に
気
付
い
た
ら
、
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
が
起

こ
る
」
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

自
分
史
を
書
く
意
義
〜
「
時
代
」
と
「
未
来
」
が
見
え
て
く
る

　

話
を
戻
し
ま
す
。
自
分
史
を
書
く
と
は
、「
自
分
史
＋
歴
史

を
書
く
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
時
大
切
な
の
は
、「
時
代
を

概
括
す
る
眼
」
を
持
つ
こ
と
で
す
。
少
し
長
く
な
り
ま
す
が
、

日
経
新
聞
一
月
三
日
朝
刊
の
「
戦
後
七
〇
年
回
顧
特
集
」
を
例

に
、
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
特
集
は
、
経
済
、
国
際
政
治
、

産
業
、
政
治
と
い
う
四
つ
の
軸
を
通
じ
て
、
戦
後
七
〇
年
を
振

り
返
る
企
画
で
し
た
。

　

経
済
と
い
う
軸
で
は
、「
混
乱
期
」「
高
度
成
長
期
」「
安
定

成
長
へ
の
調
整
期
」「
バ
ブ
ル
の
生
成
と
崩
壊
」「
金
融
危
機
か

ら
デ
フ
レ
へ
」
と
い
う
項
目
で
時
代
区
分
し
、
歴
史
の
流
れ
を

概
説
し
て
い
ま
し
た
。

　

国
際
政
治
と
い
う
軸
で
は
、「
冷
戦
期
」「
雪
解
け
期
」「
新

冷
戦
期
」「
ポ
ス
ト
冷
戦
初
期
」「
テ
ロ
と
の
戦
い
」「
中
ロ
の
軍

事
活
動
の
活
発
化
」
な
ど
の
項
目
で
時
代
区
分
し
、
各
時
代
を

振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　

産
業
と
い
う
軸
で
は
、
戦
後
の
日
本
経
済
を
牽
引
し
た
「
電

機
」
と
「
自
動
車
」
と
い
う
二
大
産
業
に
注
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
歩
み
を
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　

政
治
と
い
う
軸
で
は
、自
民
党
政
治
を
中
心
に
据
え
、「
絶
頂
」

「
落
日
」「
復
活
」に
時
代
区
分
し
、検
証
し
て
い
ま
し
た
。「
絶
頂
」

と「
落
日
」の
間
に「
派
閥
抗
争
と
構
造
汚
職
の
時
代
」が
あ
り
、

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
が
起
き
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
代
区
分
を
見

る
と
、「
田
中
角
栄
は
日
本
政
治
が
生
む
べ
く
し
て
生
ん
だ
」
こ

と
が
一
目
瞭
然
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
戦
後
七
〇
年
を
四
つ
の
軸
に
つ
い
て
時
代
区

分
し
、
項
目
を
順
に
追
う
と
、
現
代
史
の
変
遷
が
簡
単
に
見
て

取
れ
ま
す
。
こ
れ
が
、
歴
史
の
流
れ
を
大
き
く
掴
む
「
時
代
を

概
括
す
る
眼
」
で
す
。
自
分
史
を
書
く
時
、
通
常
、
子
ど
も
時

代
か
ら
書
き
始
め
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
講
義
の
中

で
、「
家
系
や
先
祖
の
こ
と
か
ら
書
こ
う
」
と
指
導
し
ま
し
た
。

「
自
分
の
生
ま
れ
る
前
の
時
代
と
社
会
に
も
目
配
り
せ
よ
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
起
き
た
こ
と
を
時
系
列
に
記
述
す
る
紀
伝
体

の
自
分
史
は
、
面
白
く
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
生
ま
れ
る
前
に

ま
で
遡
っ
て
、
何
十
年
に
も
わ
た
る
時
間
を
概
括
す
れ
ば
、「
時

代
の
背
景
に
働
い
た
力
学
」
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
自
分

史
を
実
際
に
書
い
た
受
講
生
た
ち
が
皆
、
感
じ
た
こ
と
で
し
た
。

こ
う
し
て「
時
代
を
概
括
す
る
眼
」を
持
つ
よ
う
に
な
れ
ば
、「
未

来
」
が
見
え
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
、「
何
が
見
え
な
い
か
」
も
見

え
て
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
今
度
は
、
政
府
の
見
解
や
現
代
社

立花隆氏
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会
の
通
念
の
中
に
あ
る
お
か
し
い
部
分
が
見
え
て
き
ま
す
。
自

分
史
を
書
く
意
義
は
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
例
が

前
述
の
藤
巻
氏
で
す
。
藤
巻
氏
に
は
金
融
の
近
未
来
が
見
え
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
黒
田
日
銀
政
策
に
つ
い
て
語
ら
れ
な
い
こ
と

が
見
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

自
分
史
を
書
く
際
の
留
意
点

　

私
の
講
義
で
は
、
自
分
史
を
書
く
た
め
の
準
備
と
し
て
、
①

自
分
史
年
表
を
作
る
、
②
各
時
代
に
お
け
る
人
間
関
係
ク
ラ
ス

タ
ー
マ
ッ
プ
を
作
る
、
と
い
う
二
つ
の
作
業
を
課
し
ま
し
た
。

特
に
、
①
自
分
史
年
表
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、「
歴
史
の
軸
を

何
種
類
も
設
け
な
さ
い
。
自
分
の
生
き
て
き
た
時
代
の
日
本
の

出
来
事
・
世
界
の
出
来
事
な
ど
の
客
観
的
な
歴
史
軸
と
、
家
族

の
出
来
事
・
影
響
を
受
け
た
人
と
の
交
流
な
ど
の
私
的
な
歴
史

軸
を
組
み
合
わ
せ
て
書
き
な
さ
い
」
と
指
導
し
ま
し
た
。
後
は

流
れ
る
ま
ま
に
ど
ん
ど
ん
書
か
せ
ま
し
た
。
歴
史
は
常
に
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
動
い
て
い
ま
す
。
自
分
史
を
書
く
と
は
、「
自
分
史

の
軸
が
、
歴
史
軸
と
ど
こ
で
ど
う
交
わ
り
、
ど
う
相
互
作
用
を

起
こ
し
た
か
」
を
書
く
こ
と
で
す
。

　

歴
史
の
曲
が
り
角
に
は
必
ず
、
様
々
な
人
が
様
々
な
形
で
関

与
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
学
士
会
会
員
の
中
に
は
一
九
六
〇

年
の
安
保
闘
争
の
経
験
者
が
多
数
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
か

く
言
う
私
も
一
九
五
九
年
の
国
会
突
入
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

人
は
後
世
の
歴
史
年
表
に
載
る
よ
う
な
こ
と
を
実
体
験
し
て
い

た
り
、
身
近
で
目
撃
し
て
い
た
り
し
ま
す
。
で
す
か
ら
自
分
史

を
書
く
際
に
は
、「
現
代
史
の
記
録
者
」
と
い
う
視
点
を
持
つ

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

立
教
大
学
で
の
私
の
講
義
の
受
講
生
は
四
三
人
い
ま
し
た
。

そ
の
全
員
が
自
分
史
を
き
ち
ん
と
書
き
上
げ
ま
し
た
。
彼
ら
の

多
く
が
団
塊
の
世
代
で
し
た
の
で
、
彼
ら
の
自
分
史
を
読
む
う

ち
に
、
団
塊
の
世
代
の
集
団
記
録
を
読
ま
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

感
覚
に
陥
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
大
変
面
白
い
経
験
で
し
た
。

　

団
塊
の
世
代
と
は
、
学
生
時
代
に
全
共
闘
運
動
を
経
験
し
、

就
職
後
は
日
本
の
高
度
成
長
を
担
っ
た
世
代
で
す
。
し
か
し
、

実
際
に
自
分
史
を
書
か
せ
て
み
る
と
、
一
人
一
人
の
時
代
へ
の

関
わ
り
方
は
、
年
齢
や
職
種
に
よ
っ
て
実
に
様
々
で
し
た
。
受

講
生
同
志
で
も
、「
ａ
さ
ん
と
ｂ
さ
ん
は
、
あ
の
時
取
引
関
係
に

あ
っ
た
Ａ
社
と
Ｂ
社
に
お
勤
め
だ
っ
た
の
で
す
ね
」
と
、
当
時

の
意
外
な
関
わ
り
が
判
明
す
る
な
ど
、
歴
史
を
振
り
返
る
醍
醐

味
が
あ
り
ま
し
た
。
私
自
身
も
、「
歴
史
は
、
そ
の
時
代
の
社

会
を
構
成
し
て
い
た
人
々
の
自
分
史
全
体
を
読
ん
で
、
初
め
て

分
か
る
。
時
と
し
て
社
会
通
念
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
歴
史
と

は
相
当
違
う
歴
史
が
見
え
て
く
る
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

文
学
史
に
お
け
る
自
分
史

　

自
分
史
は
、
歴
史
学
だ
け
で
な
く
文
学
に
お
い
て
も
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
自
分
史
文
学
は
こ
れ
ま
で
に
数
多

く
の
傑
作
を
生
ん
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
ド
イ
ツ
文
学
で
は
、
主
人
公
が
様
々
な
経
験
を
通
し
て

内
面
的
に
成
長
し
て
い
く
過
程
を
描
く
自
分
史
文
学
は
、「
ビ
ル

ド
ゥ
ン
グ
ス
ロ
マ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
、
最
大
の
文
学
分
野
を
形

成
し
て
い
ま
す
。こ
の
分
野
は
日
本
語
で
は
何
故
か「
教
養
小
説
」

と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。
ゲ
ー
テ
の『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム・マ
イ
ス
タ
ー

の
修
行
時
代
、
遍
歴
時
代
』、
カ
ロ
ッ
サ
の
『
幼
年
時
代
』
な

ど
が
代
表
作
で
す
。
英
米
文
学
や
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
お
い
て
も
、

一
見
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
体
裁
で
書
か
れ
た
作
品
の
中
に
、「
実
は

自
分
史
な
の
で
は
？
」
と
思
わ
れ
る
作
品
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
「
自
分
と
は
何
者
な
の
か
」
と
い
う
問
い
を
様
々
な
形
で
書
く

の
が
文
学
者
で
す
。「
あ
る
人
が
ど
う
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
自

己
形
成
を
し
て
い
っ
た
か
」
と
い
う
観
点
か
ら
書
か
れ
た
作
品

は
、
仮
に
「
自
分
史
」
と
銘
打
っ
て
い
な
く
て
も
、
十
分
に
自

分
史
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

自
分
史
を
書
く
意
義
〜
歴
史
の
証
言
を
残
す

　

受
講
生
が
提
出
し
た
作
品
の
中
で
、
私
が
最
も
感
心
し
た
の

は
、
親
子
二
代
に
わ
た
る
自
分
史
で
す
。
そ
の
受
講
生
の
母
親

は
若
い
頃
に
「
将
来
、
自
分
史
を
書
こ
う
」
と
思
い
立
ち
、
書

く
材
料
と
し
て
様
々
な
生
資
料
を
保
存
し
、
生
活
の
記
録
を
書

き
留
め
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
、
自
分
の
子
供
（
受
講
生
）

が
自
分
史
を
書
く
と
い
う
の
で
、
提
供
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

　

母
親
の
資
料
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
経
費
が
銭
単
位
で
記
録

さ
れ
、
疎
開
先
で
の
生
活
が
大
変
細
か
く
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
一
〇
年
代
の
日
本
の
生
活
史
、
経
済
史
と
し
て
一
級
の
価

値
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
以
前
か
ら
戦
時
中
に
関
心
を

持
ち
調
べ
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
作
品
を
読
ん
で
戦
争

中
の
末
端
の
庶
民
の
生
活
が
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
か
、
初
め
て

具
体
的
に
理
解
で
き
ま
し
た
。

　

受
講
生
た
ち
が
提
出
し
た
自
分
史
は
、
こ
の
作
品
も
含
め
て
、

講
談
社
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
「
立

花
隆
の
自
分
史

倶
楽
部
」ⅲ
に
て
、

無
料
で
読
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

実
は
前
述
の
『
自

分
史
の
書
き
方
』

で
も
、「
こ
の
本

に
刺
激
を
受
け

て
自
分
史
を
書

い
た
人
が
い
た

ら
、
是
非
、
発
表

の
場
と
し
て
こ
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

利
用
し
て
欲
し

い
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。
自
分

懇
親
会
の
様
子
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史
を
書
く
人
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
、
や
が
て
は
「
日
本
庶
民
史

集
成
」
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
た
ら
良
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
実
際
の
反
応
は
極
め
て
少
な
い
状
況
で
す
。
書
く
と

い
う
の
は
大
変
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
要
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
一
冊

の
本
を
書
き
上
げ
る
の
は
な
か
な
か
難
し
く
て
も
、
社
会
に
は

「
原
・
歴
史
資
料
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
が
た
く
さ
ん
眠
っ
て

い
ま
す
。
自
分
史
ブ
ー
ム
を
機
に
、
そ
う
い
う
資
料
が
次
々
掘

り
起
こ
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
五
年
一
月
八
日
、
広
島
県
原
爆
被
害
者
団
体
協
議

会
理
事
長
の
金
子
一
士
さ
ん
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
戦
後
七
〇

年
が
経
過
し
、
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
だ
け
で
な
く
、
戦
場

体
験
、
空
襲
体
験
、
引
き
揚
げ
体
験
、
疎
開
体
験
な
ど
を
含

め
、
リ
ア
ル
な
戦
争
体
験
を
語
れ
る
人
が
急
速
に
日
本
社
会

か
ら
い
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
第
一
次
大
戦
に
つ
い
て
は
、

二
〇
一
一
年
五
月
、
最
後
の
従
軍
兵
士
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

二
〇
一
二
年
二
月
に
は
最
後
の
軍
属
（
食
堂
サ
ー
ビ
ス
係
）

も
亡
く
な
り
、
リ
ア
ル
な
第
一
次
世
界
大
戦
体
験
者
は
ゼ
ロ
と

な
り
ま
し
た
。
第
一
次
大
戦
と
第
二
次
大
戦
の
戦
間
期
（
約

二
〇
年
）
を
生
き
た
方
々
は
辛
う
じ
て
存
命
で
す
が
、
や
が

て
第
二
次
世
界
大
戦
体
験
者
も
一
人
も
い
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

最
後
の
被
爆
者
、
最
後
の
八
月
一
五
日
体
験
者
が
亡
く
な
る
日

も
や
が
て
来
る
で
し
ょ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
遠
く
な
い
将
来
、

ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
の
最
後
の
生
き
残
り
が
亡
く
な
る
で
し
ょ
う
。

ほ
ん
の
少
し
先
の
未
来
に
は
、
歴
史
の
体
験
者
が
い
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。

　

先
程
、「
自
分
史
を
書
く
上
で
、
現
代
史
は
重
要
な
参
考
資

料
で
あ
る
」
と
申
し
ま
し
た
が
、「
現
代
史
を
書
く
上
で
、
多

く
の
人
の
自
分
史
が
最
も
重
要
な
参
考
資
料
で
あ
る
」
と
も

言
え
ま
す
。「
全
て
の
歴
史
は
自
分
史
の
集
合
体
」
な
の
で
す
。

多
く
の
人
の
自
分
史
を
総
合
す
れ
ば
、
戦
後
七
〇
年
の
「
時
代
」

全
体
が
見
え
、よ
り
正
確
に
日
本
社
会
の
「
未
来
」
が
見
え
、「
何

が
見
え
な
い
か
」「
何
が
今
、隠
さ
れ
て
い
る
か
」
も
、よ
り
は
っ

き
り
見
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

昭
和
史
を
生
き
て
こ
ら
れ
た
方
々
の
自
分
史
が
持
つ
意
味
は

極
め
て
大
き
い
こ
と
な
の
で
す
。
戦
争
体
験
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
戦
後
復
興
、
高
度
成
長
、
安
保
闘
争
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
連
合
赤
軍
、
オ
ウ
ム
事
件
な
ど
、
歴
史
的
民
族
的
共
通
体

験
全
て
に
言
え
る
こ
と
で
す
。
一
つ
の
歴
史
の
証
言
と
し
て
、

是
非
、
自
分
史
を
残
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
注　

釈
】

ⅰ
現
在
、各
地
で
「
自
分
史
サ
ー
ク
ル
」
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
九
月
に
は
、

朝
日
新
聞
社
が
自
分
史
を
自
費
出
版
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。
朝
日
新
聞
の
記
者

経
験
者
が
取
材
し
、
自
分
史
を
代
筆
す
る
コ
ー
ス
や
、
原
稿
を
記
者
経
験
者
が
読
み
、

文
章
校
正
す
る
コ
ー
ス
が
あ
る
。

ⅱ
福
島
清
彦
「
衝
撃
レ
ポ
ー
ト　

こ
れ
が
日
本
の
実
力
だ　

資
本　

国
連
調
査
で
世
界

一
の
豊
か
さ
」

ⅲhttp://book-sp.kodansha.co.jp/topics/jibunshi/

。
受
講
生
の
自
分
史
は
、

本
人
の
公
開
許
可
を
得
た
も
の
の
み
公
開
さ
れ
て
い
る
。
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